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平成24年６月29日現在

植物検疫に関する各種情報を掲載しています。また、ホームページ（http://www.maff.go.jp/pps/）では、

法令改正や輸出入植物検疫に関する詳細な情報を掲載しております。

［法令改正関係情報］

●コロンビア産トミーアトキンス種のマンゴウ生果実に関する植物検疫実施細則の一部が改正されました。

　（平成24年５月24日）

　これは輸出国における我が国の植物防疫官の業務を査察制に移行したものです。

●�ニュー・ジーランド産ガラ種、グラニースミス種、ふじ種、ブレイバーン種、レッドデリシャス種及

びロイヤルガラ種のりんごの生果実に係る農林水産大臣が定める基準及びニュー・ジーランド産りん

ご生果実に関する植物検疫実施細則の一部が改正されました。（平成24年４月24日）

　これは輸出国における我が国の植物防疫官の業務を査察制に移行したものです。

●植物を輸入できる港・飛行場に「神戸空港」及び「徳島飛行場」が追加されました。（平成24年４月20日）

［植物検疫関係情報］

●「EU向け盆栽・植木類に係る検疫条件の変更について」を掲載しました。（平成24年３月23日）

●鹿児島県大島郡喜界町でのカンキツグリーニング病菌の緊急防除が終了しました。

　（平成24年３月19日）

●鹿児島県指宿市でのイモゾウムシ及びアリモドキゾウムシの緊急防除が終了しました。

　（平成24年３月19日）
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 は じめに

　カンキツ類の重要病害であるカンキツグ

リーニング病（以下｢CG病｣という）は、我が

国では昭和63年に沖縄県西表島で初めて確認

され、平成９年には植物防疫法に基づき、沖

縄県全域を対象地域としてCG病の宿主植物で

あるカンキツ類の苗木等の移動規制を開始し

ました。その後、鹿児島県においても奄美大

島を除く奄美群島で発生が確認されたことか

ら、平成19年４月にCG病の宿主植物及び本

病の媒介虫であるミカンキジラミの寄主植物

の移動規制を開始するとともに、鹿児島県喜

界島においては植物防疫法に基づく緊急防除

を開始し、鹿児島県を主体とした防除対策を

実施してきました。

　その結果、喜界島ではCG病の根絶が確認さ

れ、平成24年３月19日をもって緊急防除を終

了したので、その概要を紹介します。

 発 生から緊急防除開始までの経緯

　鹿児島県では、平成14年に与論島で初めて

CG病の発生が確認され、平成15年１月には

沖永良部島、同年２月に徳之島で、また同年

12月には喜界島でも発生が確認されました。

　このうち、喜界町一町からなる喜界島は発

生地域の最北に位置し、発生範囲も一集落内

に限定されていたことから、農林水産省は喜

界島におけるCG病の根絶を目指し、平成19

年４月から植物防疫法に基づく緊急防除を開

始し、喜界町を防除区域に指定した上で、CG

病の宿主植物の移動規制、感染樹の伐採等を

実施しました。

　また、喜界町では、緊急防除開始以前の平

成16年３月に「カンキツグリーニング病対策

及び在来柑橘保護に関する条例」を制定し、

カンキツ類の人為的移動（CG病発生地域から

のカンキツ類の苗木等の持込み及び島外への

持出し）を禁止しました。

 根 絶確認までの経緯

　本緊急防除では、喜界町、鹿児島県及び植

物防疫所が協力してCG病の発生調査を実施し

ました。調査はカンキツ樹を目視し、CG病の

疑似・類似症状を表した葉（以下｢試料｣とい

う）を採取して、PCR検定による遺伝子診断

でCG病の感染の有無を確認しました。検定の

結果、感染が確認されたカンキツ樹（以下｢感

染樹｣という）及び感染樹から半径５ｍ以内の

カンキツ樹については伐採を行いました。特

に、感染樹から半径500ｍ以内では全てのカ

ンキツ樹を対象にCG病の発生調査を行うとと

もに、地元住民の協力を得てCG病を媒介する

ミカンキジラミの薬剤防除を実施しました。

　緊急防除開始から平成23年２月までの４年

間で、のべ80,390本（6,516地点）のカンキ

ツ樹を目視調査し、CG病の疑似・類似症状を

示した7,641本（3,280地点）についてPCR検

定を行った結果、平成19年11月の調査で４本

の感染樹が確認されました。この感染樹４本

とその半径５ｍ以内のカンキツ樹10本、及び

緊急防除開始前に確認された感染樹24本（既

伐採）から半径５ｍ以内のカンキツ樹47本の

計61本が、植物防疫官立会いの下、平成20年

３月までに全て伐採されました。

　その後、平成23年２月までの３年間、CG

病の発生は認められなかったため、門司植物

防疫所はこれまでの対策で十分な防除効果が

喜界島の

カンキツグリーニング病の根絶

喜界島の

カンキツグリーニング病の根絶
特集
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得られたと判断し、平成23年３月から平成24

年２月まで、CG病の根絶を確認するための「駆

除確認調査」を実施しました。駆除確認調査は、

CG病の疑似・類似症状を確認する目視調査と

PCR検定により行いました。

　目視調査は、喜界島のカンキツ樹40,419本

（3,449地点）のうち、これまでの調査で感染

樹が確認された地点から半径500ｍ範囲内の

2,502本（156地点）については全樹を対象と

して、その他の範囲の37,917本（3,293地点）

については、目視調査の対象とするカンキツ

樹を系統サンプリングにより３本に１本の間

隔で抽出して調査を行いました。

　目視調査でCG病の疑似・類似症状を認めた

カンキツ樹については試料を採取しPCR検定

を行いました。

　駆除確認調査の結果、喜界島全域でのべ

17,306本（3,203地点）のカンキツ樹を目視

調査し、CG病の疑似・類似症状を確認した

1,384本（1,082地点）についてPCR検定を実

施したところ、全ての試料でCG病の感染は確

認されませんでした。このため、農林水産省

は、喜界島におけるCG病が根絶されたと判断

し、平成24年３月19日付けをもって喜界島に

おける緊急防除を終了しました。

 お わりに

　喜界島におけるCG病の根絶は、国内では初

めての事例となりました。

　これは関係機関が一体となり対処した結果で

あり、特に感染樹の伐採、薬剤防除に邁進され

た喜界町関係者及び住民の方々の協力なくして

は成し得なかった事業であったといえます。

　喜界島は特産のケラジミカンをはじめ、カ

ンキツ類の豊富な島であり、今回のCG病の根

絶達成でさらなるカンキツ類の生産、振興が

期待されています。

　（門司植物防疫所輸出及び国内検疫担当）

奄美群島における喜界島の位置

現地発生調査

ミカンキジラミの薬剤防除

鹿児島県

喜界島

徳之島

奄美大島

沖永良部島

与論島
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　平成23年３月に輸入検疫制度の見直しに伴

う関係規則が改正され、植物検疫の対象とな

る病害虫がリスト化されました。このうち検

査での発見頻度の高いものを紹介しています。

　第５回目となる今回は、ヤガ科のHelicoverpa 

punctigeraを紹介します。

分　　布

　オーストラリア及びその周辺の島々に分布

しています。ニュージーランドには記録はあ

りますが、定着は確認されていないようです。

寄主植物

　幼虫は広食性で、マメ科、キク科、ナス科等

の幅広い植物を寄主とすることが知られていま

す。茎葉等、様々な部位を摂食しますが、花や

果実があれば好んでその部分を摂食します。

輸入検査での発見状況

　オーストラリアから輸入されるアスパラガ

スでは、卵が産み付けられているものが頻繁

に発見されています。

形　　態

　卵は約0.5mmの球状で、通常卵塊ではなく、

１卵ずつ産み付けられます。幼虫はいわゆる

イモムシ状で、終齢では約40mmに達し、斑

紋や色彩にはかなり変化があります。成虫は

開張30〜38mm程度で、混生している同属の

オオタバコガ H. armigera と非常によく似てい

ます。両者の違いは、後翅の外側の黒色部に

白斑があるのがオオタバコガ、ないのが H. 

punctigera とされていますが、個体によって

は区別が難しい場合もあるので、正確な同定

には腹部を解剖し、交尾器の形態を確認する

必要があります。

被害・生態

　ダイズ、エンドウ、ラッカセイ、ベニバナ、

アマ、タバコ、トマト、ヒマワリ、ワタなど

を加害することが知られており、オーストラ

リアではオオタバコガとともに、重要な害虫

とされています。年間に４，５世代発生を繰り

返し、移動能力も高く、また、休眠性には幅

があるため温帯から亜熱帯地域まで幅広く生

息しています。このため日本でも侵入すれば、

各地で定着する可能性が高いものと考えられ

ます。

輸入検査で発見される検疫有害動植物輸入検査で発見される検疫有害動植物
−Helicoverpa punctigera−

アスパラガスに産み付けられた卵

卵 終齢幼虫 成虫
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　日本国内に発生していないイネの病害虫の

侵入を防ぐため、我が国は、植物防疫法に基

づき、これらが発生している諸外国から、いね、

いねわら、もみ、もみがら及びその加工品の

輸入を禁止しています。

　中国政府は、飼料用のいねわらや加工品の

こも、むしろ、わら縄等を日本に輸出するた

め、輸出前に消毒を行い、これらの病害虫が

日本へ侵入する危険性をなくする方法として

飽和水蒸気を利用した蒸熱処理技術を開発し、

輸入解禁要請を行いました。

　農林水産省では、中国政府植物検疫機関と

技術的な協議を重ね、植物検疫上の安全性が

確保できたとして、公聴会などの手続きを経

て、平成８年２月５日から一定の検疫条件（農

林水産大臣が定める基準）を付して、いねわ

らやその加工品の輸入を解禁しました。

　今回は、これらいねわら類に関して中国で

日本の植物防疫官が行う業務について紹介し

ます。

❶ 熱処理施設の調査

　現在、日本向けにいねわら類を輸出するた

めの指定を受けた蒸熱処理施設は、23施設（平

成24年５月現在）あります。これらの施設に

ついては、中国側が使用開始前に消毒基準を

満たす能力があるかについての審査を行いま

す。植物防疫官は、当該指定施設を調査して、

指定条件に適合していることを確認します。

指定後は、定期的に行われる温度センサーの

性能試験の他、対象となるいねわら類の梱包

規格等が変更される毎に、蒸熱処理施設内の

積み付け状態や適正な収容数量を共同で確認

します。

❷ 一時保管室の確認

　消毒を終了したいねわら類は、病害虫の再

汚染防止措置のため未消毒のものと隔絶され

た専用の保管室内で管理されます。中国側は、

この一時保管室が外部からの病害虫を侵入防

止できる構造であるか調査して指定します。

植物防疫官は、輸出期間中に中国側が月に一

度以上の頻度で行う本調査を共同で行い、検

疫条件を満たしているか確認しています。

❸ 消毒の確認

　植物防疫官は、蒸熱処理施設において飽和

水蒸気を利用して消毒を行ったいねわら類の

温度が86℃以上になった後、４分間処理され

たことを中国側と共同で確認します。

❹ 輸出検査とコンテナー封印の確認

　植物防疫官は、中国側が行う輸出検査に立

ち会い、検疫有害動植物の付着がないことを

確認します。

　検疫条件で定められた輸送方法は、船荷貨

物又は航空貨物とされていますが、殆どが海

上コンテナーを利用して輸出されており、施

設から出荷時に確認が必要とされるコンテ

ナーの封印についても共同で行っています。

❺ 植物検疫証明書への付記

　植物防疫官は、消毒や輸出検査などが検疫

条件のとおり行われたことを確認できた場合、

中国側が発行した植物検疫証明書の裏面に氏

名を付記します。

　以上の過程を経て、中国産いねわら類は日

本に向けて輸出されています。

条件付きで輸入解禁された植物とその検疫業務条件付きで輸入解禁された植物とその検疫業務
−中国・いねわら−

消毒実施立会

温度センサー

セット確認
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　平成24年１月、羽田空港に検疫探知犬とし

て２頭のビーグル犬が配置され、２月20日か

ら旅行者の携帯品を対象に探知活動を行ってい

ます。これまでに、成田及び関西両国際空港に

は、肉類などの畜産物を探知する検疫探知犬が

導入されています。今回羽田空港に配置された

検疫探知犬は、肉類などに加え、マンゴウ、オ

レンジ、りんごなどの生果実も探知できるよう

に訓練された日本初の動植物検疫探知犬で、家

畜伝染病や植物病害虫の国内への侵入を水際で

防ぐために導入されました。

　現在、羽田空港にはアジア地域との定期便が

多く就航しており、これらの地域からの輸入禁

止品の持込みが後を絶ちません。検疫探知犬は

国際線ターミナルビル入国検査場の一室に待機

し、到着時刻に合わせて同検査場のターンテー

ブル周りで探知活動を行っています。旅行者の

手荷物の中から肉製品やマンゴウなどの生果実

のにおいを嗅ぎ分け、これらが入っている手荷

物を見つけると、その場でお座りをしてハンド

ラーに知らせています。

　検疫探知犬にビーグル犬が採用されている理

由は、対象物を嗅ぎ分け、追跡する能力が高い

こと、体がコンパクトで動きが機敏なため、狭

い場所でも機動的に活動できることにありま

す。また、愛くるしいルックスは旅行者に威圧

感を与えないことから、入国検査場内における

探知活動に最適な犬種として、米国、豪州など

の国々でも採用されています。

　今回の検疫探知犬の導入にあたっては、動物

検疫所及び植物防疫所の職員各１名が平成23

年10月９日から12月18日まで70日間、米国

ジョージア州の農務省検疫探知犬訓練センター

でハンドラーになるための訓練を受け、探知

犬の扱いに必要な技術と知識を習得しました。

ニール号（２歳オス）、バッキー号（３歳オス）

の２頭の検疫探知犬は平成24年１月27日に成

田空港に到着し、羽田空港に移送後直ちに現場

での訓練が行われました。２月４日には米国の

訓練士２名が来日して２週間の最終訓練を行っ

た後、２月20日から本格的に探知業務を開始

しました。

　探知業務の開始に先立ち、国際線出発ロビー

において動物検疫所羽田空港支所と合同で旅行

者を対象とした検疫探知犬の御披露目・広報イ

ベントを開催するとともに、報道関係者向けに

入国検査場内で探知活動のデモンストレーショ

ンを行いました。デモンストレーションは50

個の手荷物の中にターゲット（畜産物及び農産

物）が入った３個のスーツケースを紛れ込ませ、

これを探知させるものでした。探知犬は開始後

直ぐにターゲットを探し出し、報道関係者から

は喝采が送られました。このイベントの模様は

TVニュースなどで報道されました。

　検疫探知犬を用いた業務を進めることによ

り、携帯品検査がより効率的となり、また、多

くの方々に動植物検疫制度が認知され、理解が

深まることが期待されます。

  （横浜植物防疫所  羽田空港支所）

動植物検疫探知犬を利用した

携帯品検査　−羽田空港−

探知犬バッキー号 探知活動の様子

各地の植物検疫情報各地の植物検疫情報各地の植物検疫情報
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　本年４月５日から10月７日までの間、オラ

ンダ王国フェンロー市において国際園芸博覧会

「フロリアード2012」が開催されています。こ

の博覧会は10年に一度開催されており、今回

は６回目で40 ヶ国が参加し、200万人の来場

が見込まれています。

　日本からは、北海道をはじめ関東、東海、近畿、

四国地方から出展され、当所管内では愛知、岐

阜、静岡県などで品種改良されたコチョウラン、

ベゴニア、クレマチスなどで、我が国の高い栽

培技術や園芸文化なども紹介されています。ま

た、会期が半年にわたることから、展示品は時

期をずらしながら輸出されています。

　日本から出展される植物の輸出に際しては、

欧州連合（EU）の植物検疫に関する規則に基

づき、植物防疫所が輸出検疫を実施しています。

例えば、上述の草本性の苗類については、EU

が侵入を警戒するタバココナジラミがいないこ

とを確認するため、輸出前の９週間にわたり毎

週１回栽培地において検査を行います。さらに

輸出時にはEUが定めた病害虫などを対象とし

た検査を行い、これらに合格したものがオラン

ダに向けて輸出されています。

　 詳 し く は、 農 林 水 産 省 関 係 ホ ー ム ペ ー

ジ（http://www.maff.go.jp/j/seisan/kaki/

floriade/index.html）や日本国政府出展ホー

ムページ（http://www.floriade2012.jp/）を

ご覧下さい。

　（名古屋植物防疫所輸出及び国内検疫担当）

　沖縄・奄美などの南西諸島に発生しているイ

モゾウムシ・アリモドキゾウムシは、サツマイ

モの大害虫であり、これらの害虫及びその寄主

植物の未発生地域への移動は植物防疫法により

規制されています。

　平成18年８月、鹿児島県指宿市でアリモド

キゾウムシの発生が確認されたことから、鹿児

島県、指宿市、植物防疫所等の関係機関が協力

し、直ちに防除を開始しました。その後、平成

20年11月、イモゾウムシが同地域で新たに発

見されたことから、国は早期の根絶を図るため、

平成21年８月、植物防疫法に基づく緊急防除

を開始しました。

　緊急防除においては、指宿市内の約927haを対

象に、寄主植物であるサツマイモ、ノアサガオ等

の徹底した除去、薬剤散布等が市民の理解と関係

機関協力を得て、徹底して実施されました。

　平成21年12月以降、同地域において両害虫 

の発生は全く見られなくなり、平成23年８月

からの国による駆除確認調査（寄主植物及びト

ラップ調査）においても発生は確認されません

でした。このため、平成24年３月19日、両害

虫は根絶されたとして、緊急防除に関する省令

が廃止されました。

　これにより、同地域では、サツマイモ等の栽

培が可能になり、また、サツマイモ等の持出し

も自由にできるようになりました。

　植物防疫所としては、これらの害虫の再侵入

を防止するため、鹿児島県と協力して侵入警戒

調査、広報活動等に引き続き努めることにして

います。

　（門司植物防疫所輸出及び国内検疫担当）

国際園芸博出展植物の検疫対応

−フロリアード2012−

鹿児島県指宿市のイモゾウムシ・

アリモドキゾウムシ根絶

出展品の栽培地における検査

寄主植物の除去作業（サツマイモ）

各地の植物検疫情報各地の植物検疫情報各地の植物検疫情報 各地の植物検疫情報各地の植物検疫情報各地の植物検疫情報
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　石垣港では、平成９年から台湾からの大型

クルーズ客船が就航していますが、４月10日、

昨年に続き、“SUPERSTAR AQUARIUS”

（５万１千トン、最大乗客2,100人、乗員800人）

が入港し、今秋まで約50回・週２便の季節運

航を開始しました。また、今年はこれ以外に

“AMADEA”、“COLUMBUS”、“HANSEATIC”、

“ORIENTAL DRAGON”の４隻のクルーズ

客船の入港も計画されており、沖縄県西南端に

位置する八重山地域の恵まれた自然を活かした

石垣市の観光振興策を後押ししてい

ます。

　このような中で、昨年は、クルーズ

客船で石垣市を訪れた約６万人の乗

客を対象に携帯品検査を実施しまし

た。その結果、台湾産果物等輸入禁止

植物25件の持込みを阻止し、我が国

未発生の病害虫の浸入を未然に防止

しました。台湾に近い八重山地域では、亜熱帯

の自然環境と相まって、ミバエ類等重要病害虫

の侵入・定着のリスクが高いため、乗客による

寄主植物の持込みを警戒しています。

　特に、乗客が輸入禁止植物を持ち込まないよ

う、船内での中国語の広報ポスターの掲示や広

報アナウンスによる注意喚起、接岸バースの観

光案内所での中国語のポスター、チラシ、リー

フレットの設置など、我が国の植物検疫制度の

広報に努めています。

  　　  （那覇植物防疫事務所石垣出張所）

石垣港における大型クルーズ

客船の運航と植物検疫

大型クルーズ客船「アクエリアス号」 台湾観光客への広報活動

各地の植物検疫情報各地の植物検疫情報各地の植物検疫情報

◎発行編集担当
　農林水産省　名古屋植物防疫所　調整指導官
　TEL：052-651-0112
　植物防疫所ホームページ　http://www.maff.go.jp/pps/
　〒 455-0032　�愛知県名古屋市港区入船２−３−12
　　　　　　　 名古屋港湾合同庁舎内

❖�沖縄・奄美・小笠原などにはアリモドキゾウムシ、カンキツグリーニング病など農作物に重大な被害を

与える病害虫が発生しています。これらの病害虫を他の地域へ広げないため、植物防疫法により発生地

域からは寄主となる植物類（さつまいも、かんきつ類の苗木など）の持出しが規制されています。

　�植物防疫所では、夏休みを控えた７月９日〜13日に移動禁止植物等に関する広報強化週間を設け、沖縄・

奄美・小笠原などへ旅行される皆様を対象に規制の内容を紹介したポスターの掲示、リーフレットの配

布等を行います。植物検疫へのご理解とご協力をお願いいたします。

❖�次の農政局では植物検疫を紹介する「消費者の部屋」特別展示を行います。お近くにお越しの際は、是

非お立ち寄り下さい。  

　東海農政局　「名古屋市中区三の丸１−２−２」　　　　　　　　　　８月３日〜 17日

　近畿農政局　「京都市上京区洞院通下長者町下る丁子風呂町」　　　　８月16日〜 31日

　＊なお、東海農政局「消費者の部屋」では、８月８日に夏休み親子体験セミナーを実施します。

❖�平成24年度第１回「植物検疫くん蒸作業主任者専門講習」を横浜、名古屋、神戸各会場で７月10日〜11

日に行います。

　�本講習は、植物検疫くん蒸を的確かつ安全に行うため必要な専門知識及び実務を習得することを目的と

して、特定化学物質及び四アルキル鉛作業主任者技能講習の修了者などを対象に実施するものです。


